
平成２６年９月９日：「郡山市ゲリラ豪雨対策９年プラン」を登録

国 平成２５年度：「１００ｍｍ/ｈ安心プラン」登録制度を創設

行政 国 阿武隈川（河道掘削、伐木）、南川（排水機場ポンプ増設）

住民 ソフト施策（止水板等、ハザードマップの活用、雨水活用補助金の活用による雨水貯留）

県 逢瀬川（河道掘削、築堤・護岸）、谷田川（河道掘削、伐木）

市 南川（河道掘削）

下水道 下水道管整備
雨水ポンプ場整備
雨水貯留施設整備

タイムライン、ハザードマップ等

・麓山調整池

・赤木貯留管

・図景貯留管

・小原田貯留管

・石塚貯留管

企業 ソフト施策（止水板等、ハザードマップの活用、雨水活用補助金の活用による雨水貯留）

※Ｒ３年３月末時点：２１市２４プランが登録 東北地方では１つ

（ ）はハード整備の計画降雨

（50mm/h）

（50mm/h）

（58mm/h）

市 「郡山市総合治水対策連絡協議会」
関係行政機関（国、県、市）の連携、住民・企業の参画により総合的な治水対策に取り組む。


